
■HELPとは何か■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 311号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：64歳になりました 

 

僕は昭和 32年 4月 5日生まれ、昨日 64歳になりました。 

SNSなどを通じて多くのメッセージをお寄せいただきまして、ホントにありがとうございます。 

64才がどういう歳なのか。 

年寄りなのか若いのか、それは人によって違うと思いますが、僕にとっては重大な意味を持っています。 

極めて私的なことで恐縮なんですが、お礼の気持ちを添えてお話しさせてください。 

・ 

僕は 42歳の時に父から引き継いだ建設会社を潰してしまい、多くの方にご迷惑をおかけしました。 

でもその時、多くの方から救いの手を差し伸べていただき、何とか生き延びることができました。 

でも、救いの手には 2種類あって、困った僕を助けてくれる手と、困った僕を手伝ってくれる手です。 

今日ご紹介するブログの「HELP」とは、まさにこの 2つが入り混じったものでした。 

当時の僕が感じたのは、助けてくれる人は見返りを求めてくるが、手伝ってくれる方は僕の仲間になって下さい

ます。 

会社を潰す僕は当然無一文になるので、見返りを求める人とそうでない人を見分けなければなりませんでした。 

・ 

そんな中、名古屋のデベロッパーオーナーのＭ会長は、見返りを求める以前に助けるとも言わない方でした。 

ただ、ご自身が地獄の中を歩いた経験を惜しげもなく話してくれるので、僕は自分の力で生き延びることができ

ました。 

昭和 11 年生まれのＭ会長は、今年 85 歳になるはずですが、バリバリの現役で、事業を拡張しまくっています。 

だが待てよ、昭和 11 年ということは僕より 21 歳年上ということで、僕が 42 才の時 63 才だったことになりま

す。 

つまり昨日、僕はあの時のＭ会長より一つ年上になったわけです。 

・ 



とてもじゃないが、当時の会長の妖気漂う迫力には及びもつかない、僕は自分を迫力の無い青二才だと思ってい

ます。 

でも、僕なりの失敗という実績を山ほど積み重ねてきたことなら自信があります。 

だから僕は、自分の失敗経験と、そこから学んだ屁理屈を、何とか誰かを手伝う役に立てたいと思っています。 

という訳で、今日も青臭いきれいごとのようですが、これが本音なのでお許しください。 

あなたから「手伝って欲しい」というお誘いを待ってます。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：HELPとは何か 

 

先日僕は「手伝うと助ける」というブログを書いたばかりなのに、一昨年も「助けることと手伝うこと」という

ブログを書いていたことに気が付いた。 

なぜ、２度も同じことを書いてしまったのかと思い、早速２つを読み返してみた。 

１回目は、救いの求めには答えられなくても、手伝うことはできるという話。 

（http://nanoni.co.jp/20210315/） 

２回目は、手伝うが自動詞、助けるが他動詞なので、自発的な手伝いが僕の性に合うという話。 

（http://nanoni.co.jp/20190602/） 

今日また同じことを書きたくなったのは、今度こそこの２つの言葉を見事に説明してみたいという欲求、つまり

３度目の正直だ。 

・ 

僕を説明したいという欲求に駆り立てたのには、もう一つ訳があり、それは「help（ヘルプ）」という英語の存在

だ。 

僕は言葉の意味を理解するのに、外国語を参照する。 

言葉は世界を説明する道具だが、それは世界共通でなく、各地で様々な言葉が使われている。 

言葉の意味とは、その言葉が何を指し示しているのかということなので、外国語の方が分かりやすい場合もしば

しばある。 

先日「コミュニティつくりの学校」というセミナーで、コミュニティの語源を紹介したのだが、それは「共同の」

や「共有の」を示す「communis（コミュニス）」というラテン語だ。 

これはコミュニケーションの語源でもあり、フランス語に転じて「common（コモン）」となった。 

つまり、「共有することこそが、社会を形成している」ことに、僕は気づかされた。 

・ 

だが逆に、外国語だからこそ難しさに気付かされることもある。 

翻訳ソフトを使って「助ける」と「手伝う」を調べたところ、その答えがどちらも「help」だった。 

つまり helpは助けると手伝うの双方を包括する言葉であり、そんな日本語は見当たらない。 

日本人の誰もが「手伝うと助ける」を的確に使い分けるならいいのだが、もしそうでないならば help に相当す

る言葉があってもいいはずだ。 

ご存知と思うが、精神分析学者の土居健郎により 1971 年に出版された「甘えの構造」は、筆者がアメリカ留学

時代に、「”甘え”に該当する言葉が他言語に見つからない」ことに着目したベストセラーだ。 

つまり、「help」が日本にない概念なら、「甘え」は日本にしかない概念と言える。 

われわれ日本人から見れば「甘え」を誰もが知っているように、アメリカ人ならだれでも「help」を知っている。 



同じ世界に生きているのに、世界を見るまなざしが違うということなのか。 

・ 

そこで今日は、この問題に挑戦して、たどり着いた答えが冒頭のイラストだ。 

まず思いついたのは、「助ける＋手伝う＝ＨＥＬＰ」という数式で、ＨＥＬＰは２つの概念をまとめている。 

先ほどの翻訳ソフトによれば、「助ける⇒help、rescue」、「手伝う⇒help、assist」という具合に、それぞれの英

語が存在する。 

つまり、ＨＥＬＰに該当する日本語が見つからないのは明らかだ。 

そこで僕は、これを１枚の絵で表すことにより、ＨＥＬＰを日本人に説明する。 

ご覧の通り、「助ける」はゴールから引っ張って救うことで、「手伝う」はゴールに向けて後押しすることだ。 

これを一言で言い表すなら、「援助」に近いかもしれないが、残念ながら援助を翻訳しても help は出てこない。

ならば言葉を探すより、この絵を見た方がＨＥＬＰを頭に描くことができるので、今度は外国人にこの絵を見せ

て意見を聞くのが楽しみだ。。 

・ 

このように、ある概念を言葉でなく図で示すことを「インフォグラフィック」と言うそうだが、言葉を図のよう

に使うことも含まれる。 

よろしければ、こんな気付きのインフォグラフィックを集めた「世界学（http://nanoni.co.jp/juku/e000/）」も、

ご笑覧いただきたい。 

 

http://nanoni.co.jp/20210404/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）04/06 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

09-10時 〇いづみMTG（反町） 

10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）04/07 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

   11-12時 △UST打合せ（駒場） 

（木）04/08 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 



（金）04/09 ■〇◎なのに作業日 10-21時 

 15-16時 △世田谷区経済産業部打合せ（三軒茶屋） 

20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）04/10 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

12-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）04/11 ■〇◎休業日 

（月）04/12 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 

■その後の予定 

04/13 10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

04/15 13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

04/15 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

04/16 10-12時 △HFA定例会議（渋谷） 

04/17 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

04/22 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

05/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 5月例会（リモート） 

05/02 20-22時 ★コミュニティつくりの学校②（リモート） 

05/06-9 ▲旅行（対馬、壱岐） 

05/10 09-12時 ●面談：HGさん（福岡） 

05/10 14-22時 ●訪問：CCJ（新山口） 

05/11 10-13時 ●訪問：笑恵館・堺別館（堺） 

05/11 14-15時 ●訪問：仁徳天皇陵（堺） 

05/13 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

05/13 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

05/13 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

05/14 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 



http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


